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高齢の方や
障がいのある方の

“あんしん”を
お手伝い

日常生活自立支援事業

高齢や障がいなどによって、今までできていたことができにくく

なったり、できなくなることがあるかもしれません。

また、手続きに困ったり、支払いがうまくできなかったり日常生

活に不安を感じることもあるかもしれません。

そんな時、本人の意思に基づき、手続きや支払いの代行などの財

産管理や日常生活のサポートをする制度があります。

日常生活の判断に不安のある方を対象に、本人の意思を尊重し、福祉サービスの利用
援助や日常的なお金の入出金、支払い、預金通帳等のお預かりなどを行う制度です。
生活支援員の協力を得て支援しています。

成年後見制度
判断能力が不十分な状態にある方等を対象に、本人の意思を尊重し、生活や財産を守
る、契約を代わりに行うなどの支援を行う制度です。

日常生活自立支援事業や成年後見制度では、福祉や法律等の専門家だけでなく、
一般の市民の皆さまが「生活支援員」や「市民後見人」といった支援者として活躍
されています。
　　　今回は、日常生活自立支援事業の生活支援員のおひとりにお話を伺いました。

物忘れが多くなったことで、
ひとりでの生活が不安

通帳や印鑑を
どこにしまったか
忘れてしまう

いろんな書類が
届くけど、

どうしていいか
わからない

知人からの紹介でこの活動を知りました。
これまで福祉とは畑違いの仕事をしてきま
したが、地域の方のためにお役に立てるな
らと決心しました。

Q. 生活支援員になられたきっかけは？

認知症や障がいのある方とあまり関わった
ことがなく、「大丈夫かな…」とは思いまし
た。でも、恥ずかしながら金融機関でお金
を出し入れする経験がほとんどなく、そち
らの方が不安でした。（笑）

Q. 不安はありましたか？
金融機関でのお金の入出金や病院、商店等
への支払い、利用者の方へのお金の受け渡
し等を行っています。訪問した時には、体
調確認や困りごとを伺うようにしています。

Q. 靑木さんの主な支援内容は？

ご本人の話にしっかり耳を傾けることです
ね。皆さん色々な話をしてくださいます。最
近あったことや嬉しかったこと、困ったこと、
時には内緒話やぐちを話されることも。（笑）
何気ない会話の中で思いを引き出せるよう
な関わり方を大切にしています。

Q. 支援で心がけていることは？
今まで多くの方 と々関わらせていただき、皆
さんの笑顔や「ありがとう」の言葉が心の
支えになっています。地域のために、と初
心を忘れず皆さんの安心をお手伝いしてい
きたいです。

Q. これからの活動に向けて一言！

靑木 良夫 さん
生活支援員

プロフィール
●支援員歴　８年
●趣　　味　そば打ち、水泳など

問合先／いずも権利擁護センター　☎２５－０９５５　FAX２０－７７３３
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活  動  者  数

出雲市災害ボランティアセンター
活動報告

　７月６日からの大雨により被害を受けられた皆様にお見舞い申しあげます。
出雲市災害ボランティアセンターでは、被災された方を支援するため活動してまいりました。
　ボランティアの皆様をはじめ多くの皆様のご支援ご協力に深く感謝申しあげます。

全　　　　壊 １件
床 上 浸 水 ５０件
床 下 浸 水 ２４４件
土砂崩れ・流入 ９件
　　合　計 ３０４件

●設置・運営　出雲市社会福祉協議会・出雲市・
　　　　　　　出雲市総合ボランティアセンター
　　　　　　　運営委員会
●開 設 期 間　７月13日～26日
　　　　　　　（16日より活動開始）
●ニーズ受付件数　53件
　　　　　　　（終了件数48件、引継件数５件）
●活 動 地 区　今市・塩冶・朝山・稗原・乙立・国富・
　　　　　　　西田・鰐淵・久多美・日御碕・出西
●活 動 件 数　のべ 84件　
●活 動 者 数　のべ 792人
●スタッフ数　のべ 195人

●大変でしたが被害を受け
られた方の家が復旧に向か
い、喜んでもらえてよかっ
たです。

●実際に来てみて初めて分
かることがたくさんありま
した。

●ちょっとでも地域の役に立
ててうれしかったです。

●部活よりきつかった。で
も、気持ちがよかったです。

住家の被害状況（7月27日時点）

出雲市災害ボランティアセンターについて
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災害ボランティアセンター閉所後も、被災された家屋の復旧支援のご相談は出雲市総合ボランティアセンターで、
生活に関するご相談は出雲市社会福祉協議会でお受けしてまいりますので、お気軽にご相談ください。

（高齢のご夫婦からのお手紙より）
●家族や親戚と泥のかき出しや家財道具の運び出しを頑張って頑
張ってやってきましたが、ボランティアセンターに来ていただけ
ることになり、とても気が楽になりました。

●連日の疲れで体調を崩すなど大変でしたが、ボランティアの皆
さんに元気づけられました。私達の身体のことまで気遣っていた
だき、感謝感謝の一日でした。

（地域の方々より）
●お仕事もあるなか、泥まみれになりながらボランティアをして
いただきありがたかったです。

●お手伝いいただいてありがたいのはもちろんですが、心の部分
でとても楽になりました。暗い気持ちで過ごしていましたが、高
校生の明るい声に本当に救われました。

感謝の声 活動者の声

出雲市総合ボランティアセンター
電　話  ０８５３－２１－５４００
ＦＡＸ  ０８５３－２１－１８３１

出 雲 市 社 会 福 祉 協 議 会
電　話  ０８５３－２３－３７８１
ＦＡＸ  ０８５３－２０－７７３３
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内
田　
裕
明

神
門

神
門
地
区
協
力
援
助
者

長
廻　
貞
美

平
田

平
田
地
区
協
力
援
助
者

柳
楽　
満
寿
美

多
伎

多
伎
地
区
福
祉
委
員

狩
野　
守
弘

多
伎

多
伎
地
区
福
祉
委
員

杉
谷　
益
栄

直
江

直
江
地
区
協
力
援
助
者

安
食　
陽
子

直
江

直
江
地
区
協
力
援
助
者

三
原　
志
津
子

出
東

出
東
地
区
福
祉
委
員

氏　
　
　
名

周
藤　
祥
三

　
９
月
17
日
に
開
催
し
た
出
雲
市
総
合
社
会
福
祉
大
会
に
お
い
て
、
永
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
に
功

績
の
あ
る
方
々
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
受
賞
者
を
ご
紹
介
し
ま
す
。　
　

 （
敬
称
略
・
順
不
同
）

出
雲
市
総
合
社
会
福
祉
大
会
に
お
け
る

出
雲
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
及
び
感
謝

し
ま
ね
県
民
福
祉
大
会
に
お
け
る

表
彰
及
び
感
謝

社
会
福
祉
施
設
、社
会
福
祉
協
議
会

及
び
福
祉
団
体
等
役
職
員
功
労
者

感
　
謝

社
会
福
祉
事
業
協
力
援
助
者
・
団
体

島
根
県
知
事
感
謝

西工務店 取締役　児玉  恵美子様
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社
会
福
祉
活
動
が
特
に
優
秀
な
団
体

民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者

共
同
募
金
運
動
従
事
功
労
者

永
年
勤
続
功
労
者

社
会
福
祉
施
設
・
社
会
福
祉
協
議
会
・
団
体
等
役
職
員
功
労
者

団　
体　
名

表
彰
に
た
る
功
績
概
要

平
田
第
１
楽
園
ク
ラ
ブ
子
ど
も
見
守
り
班

代
表　
嘉
本　
哲
徳

平
田
地
区
子
ど
も
見
守

り
活
動

地
球
の
ス
テ
ー
ジ
応
援
団
い
ず
も

代
表　
野
井　
美
香

世
界
の
貧
困
・
紛
争
・

災
害
に
関
す
る
啓
発
支

援
活
動

氏　
　
　
名

松
浦　
美
治
代

井
上　
美
栄

氏　
名

役　
　
職　
　
等

阿
川　
誠

神
西
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長

佐
藤　
一
郎

塩
冶
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
副
会
長

錦
織　
美
生
子

国
富
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長

氏　
名

役　
　
職　
　
等

永
田　
倖
三

大
津
地
区
民
生
委
員

飯
塚　
由
美

斐
川
地
域
主
任
児
童
委
員

八
重
見　
尚
生

社
会
福
祉
法
人
出
雲
市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

氏　
名

役　
　
職　
　
等

手
銭　
宣
裕

島
根
県
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
理
事

公
田　
喜
代
子

川
跡

出
雲
市
ア
イ
ア
イ
会
会
員

三
島　
健
二

出
東

ひ
か
わ
・
de
・
に
ほ
ん
ご
会
員

高
田　
幸
子

直
江

直
江
絵
手
紙
の
会
会
員

加
藤　
秋
子

直
江

直
江
絵
手
紙
の
会
会
員

今
岡　
厚
子

塩
冶

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
い
ず
も
会
員

玉
木　
広
子

稗
原

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
い
ず
も
会
員

岩
本　
　
勍

国
富

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

や
ま
び
こ
の
会
会
長

音
訳
奉
仕
の
会
ひ
び
き
出
雲
会
長

持
田　
眞
紀
子

多
伎

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ひ
ば
り
の
う
た
代
表

杉
谷　
眞
理
子

多
伎

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ひ
ば
り
の
う
た
会
員

内
田　
賢
治

稗
原

た
す
け
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
会
員

松
原　
節
子

長
浜

た
す
け
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
会
員

石
飛　
郁
子

大
津

た
す
け
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
会
員

福
田　
代
里
子

大
津

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
生
活
支
援
員

福
田　
富
雄

大
津

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
生
活
支
援
員

靑
木　
良
夫

四
絡

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
生
活
支
援
員

松
浦　
茂
乃

西
田

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
生
活
支
援
員

金
築　
都
子

平
田

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
生
活
支
援
員

あ
や
め
会

代
表　
柳
楽 

洋
子

多
伎

福
祉
施
設
等
で
の
演
芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

長
島　
昭
子

高
松
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
副
会
長

福
田　
和
男

高
松
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
理
事

布
野　
勝

神
門
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
副
会
長

社
会
福
祉
施
設
、地
区
社
会
福
祉
協
議
会
及
び
福
祉
団
体

島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
・
感
謝

島
根
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰

代表：古川  盛雄様代表：嘉本  哲徳様



　新型コロナウイルス感染拡大防止のため当面の間、一般相
談は中止します。仕事のこと、生活のことなどの困りごとにつ
いて、随時、職員が相談に応じます。
　また、オンライン福祉相談も行っております。ご自宅からオ
ンラインで対面相談ができますので、詳しくはホームページを
ご覧ください。

　今年度の出雲市民余芸大会は、新
型コロナウイルス感染拡大防止のた
め中止といたします。楽しみにしてい
ただいた皆さまにはご理解いただき
ますようお願いいたします。

問合先／生活支援課　☎２３－３７９０

問合・相談先／地域福祉課  電話２３－３７８１　または各支所

年忘れ
出雲市民余芸大会の
中止について

認知症高齢者等SOSメール
■発見にご協力くださる方へ
　認知症高齢者等の行方不明情報をスマートフォンや
携帯電話にメール配信し、早期発見につなげます。
　個人の方はもちろん、企業や団体からのメールのご
登録をお待ちしています。

　高齢者が被害に遭いやすい特殊詐欺、
交通事故に加え、『認知症高齢者の所在不
明』は大きな課題であり、警察では高齢者
を守るため様々な対策を講じていますが、
家族や地域住民のご協力は不可欠です。
　地域の皆さまが『SOSメール』の発見協
力者に登録いただくことは、高齢者ご家族

の安心と早期発見に
つながるもので大き
く役立っています。

■心配なご家族の方へ
　行方不明になることが心配される方の情報（特徴、
写真等）をあらかじめ登録することで、行方不明になっ
た場合に警察が捜索する有力な情報になります。
　詳しくはおたずねください。

スマートフォンや携帯電話で下のバーコードを
読み取り、空メールを送ってください。

注意：登録できない場合は、「izumoshakyo.
jp」ドメインを受信可能にし、ＵＲＬ付
きメールのフィルタ設定を一時的に許
可してください。

登録
方法

生活安全課長
吾郷警部

出雲警察署より
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名　　　　称 募 集 期 間

平成30年 ７ 月 豪 雨 災 害 義 援 金 （これまでの送金額 2,083,835円） 令和４年６月30日まで
　※岡山県、広島県、愛媛県のみ

令和２年 ７ 月 豪 雨 災 害 義 援 金 （これまでの送金額 1,214,183円） 令和４年３月31日まで
　※福岡県、熊本県のみ

令和３年 ７ 月 大 雨 災 害 義 援 金（これまでの送金額 65,248円） 令和３年12月28日まで

令和３年 ７月島根県大雨災害義援金 （これまでの送金額 48,402円） 受付終了

令和３年 台風第９号等大雨災害義援金 令和３年12月28日まで

令和３年 ８ 月 大 雨 災 害 義 援 金 令和４年３月31日まで

令和３年 ８月島根県大雨災害義援金 受付終了

令和３年 長野県茅野市土石流災害義援金 令和４年３月31日まで

災害義援金のお知らせ

問合先／日本赤十字社島根県支部出雲市地区（事務局　出雲市社会福祉協議会 本所・各支所）

日本赤十字キャラクター

あたたかいご支援
ありがとうございます。

※送金額は9月10日現在です。
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令和３年７月１１日～９月１０日受付分（敬称略）
＊出雲市社会福祉協議会ではご寄附いただいた方のご意志を尊重し、氏名等を掲載して
います。なお、金額は掲載しませんのでご了承ください。

＜平田＞
三津町　佐藤　昌彦
　豪雨災害見舞返しとして
三津町　佐藤　浩
　豪雨災害見舞返しとして
三津町　松村　悦男
　豪雨災害見舞返しとして

＜出雲＞
上島町　渡部　真樹子
＜団体＞
山陰教区神門組

（　）内は故人
＜出雲＞
今市町　野中　千栄子（憲明）
今市町　日野　千枝子（義男）
今市町　山田　修（重好）
大津町　林　恵美子（宏）
大津町　來間　幾夫（房夫）
上塩冶町　永田　泊（秀雄）
塩冶町　矢田　工（利夫）
天神町　伊藤　めぐみ（直志）
塩冶有原町　久谷　真幸（藤江）
塩冶神前　大草　浩三（教）
塩冶原町　板倉　貴希（渉）
松寄下町　中島　寿美（正人）
小山町　堀川　春樹（汎悦）
小山町　岡　賢治（和子）
渡橋町　石倉　薫（美恵子）
荻杼町　周藤　雅子（藤原 美智子）

高岡町　山根　悦男（等）
中野美保南　谷本　忍（百合子）
東林木町　三島　悠道（彌生）
東林木町　中島　信行（久男）
宇那手町　市場　育郎（ヨシコ）
所原町　奥井　陽介（健治）
荒茅町　三木　尚子（常義）
西園町　小村　一喜（美津江）
外園町　春日　由紀夫（芳章）

＜平田＞
平田町　河瀬　明（富代）
平田町　金築　雅由（喜枝）
平田町　佐藤　樹巳（國子）
平田町　井上　米明（耀子）
平田町　福島　良正（竹子）
西平田町　三島　一夫（謙藏）
西平田町　曽田　純（千賀子）
西平田町　長谷川　守（恒久）
灘分町　多久和　宏（一枝）
島村町　稲田　英治（伸夫）
島村町　吉田　康雄（聰）
口宇賀町　黒崎　澄子（律雄）
奥宇賀町　森山　敏子（安國）
河下町　荒木　千恵子（英夫）
唐川町　荒木　功（良朗）
東福町　三島　さゆり（良逸）
岡田町　長岡　宏樹（政幸）
岡田町　山本　陽一（麗子）
多久谷町　田中　弘樹（キヨコ）
多久町　来海　雅光（忠雄）
園　町　坂本　桂子（正明）
鹿園寺町　吾郷　豊（礼子）
鹿園寺町　奥　政徳（連次郎）
小境町　堀内　伸二（ツヤ子）
小境町　松本　伸夫（正義）
小境町　堀内　千代美（常正）

小境町　妹尾　恵子（道子）
小津町　小林　幹治（重乃）
小津町　落合　正人（貞子）
十六島町　川瀬　吉春（利恵）
三津町　福田　稔（定次）

＜佐田＞
須　佐　和久理　勉（トミエ）
須　佐　田中　幸夫（寿美子）
大　呂　森山　康郎（房子）
大　呂　渡部　哲男（一則）
反　辺　間水　昭一（トシエ）
一窪田　神田　修（久）
一窪田　大矢　忠孝（朝子）
佐津目　和田　和也（フサ子）
高津屋　有馬　哲也（操）

＜多伎＞
口田儀　藤原　清美（幸子）
小　田　山本　真司（波江）
小　田　錦織　俊子（智）
小　田　森山　節朗（ミツ子）
多　岐　本田　吉美（成江）
多　岐　飯塚　愛子（喬一）
久　村　奥井　千枝子（元二）

＜湖陵＞
三　部　今岡　亜紀子（伸一）
三　部　今村　学（一枝）
三　部　立花　伸孝（貞男）
二　部　竹下　直利（佳之）
二　部　持田　佳範（マツ子）
大　池　飯島　穣（一）
大　池　柳楽　欣二（きく江）
大　池　三原　治枝（昭司）
大　池　山本　操（賢男）
大　池　三原　悟（和江）

板　津　三原　公司（オサノ）

＜大社＞
中荒木　上田　茂夫（保子）
北荒木　中山　義弘（博子）
北荒木　大熊　浩憲（絹子）
北荒木　永見　貴志（裕二）
修理免　伊藤　幸一（八重子）
杵築東　岡田　祐幸（澄子）
杵築南　遠藤　忍　（梢）
杵築西　舩木　隆之（増子）
杵築西　山本　敦美（矢田 幸子）
杵築北　荒木　裕（千春）

＜斐川＞　
学　頭　原　利直（章子）
荘　原　井原　国雄（慶子）
荘　原　奥本　陽一郎（忠義）
上庄原　福間　勉（忠男）
上直江　山﨑　豊（榮子）
上直江　片寄　忠之（幸子）
直　江　尾原　俊延（周三）
福　富　小豆澤　伸（典子）
原　鹿　西　宏一（豊子）
沖　洲　飯塚　昇（美佐子）
三分市　杉谷　明（和子）

１４件

杵築南　成相　浩

見 舞 返 し

一 般 寄 付

匿 名 寄 付

ご  寄  贈

香典・玉串料・お花料等返し

皆さまからのご寄附は、市内で福祉活動を行う団体及び
各地区社会福祉協議会への助成などに使わせていただいております。

●出雲市社会福祉協議会に対する寄附は、住民税と所得税の控除対象になります。また、寄附者が法人の場合には、損金算入の制
度が利用できます。

　【例】出雲市にお住まいの方が本会へ５０，０００円の寄附をされた場合
　　　※税額控除を選択した場合
　　　　〔１〕所得税　（ ５０，０００円－２，０００円 ）×４０％ ＝ １９，２００円
　　　　〔２〕住民税　（ ５０，０００円－２，０００円 ）×１０％ ＝ ４，８００円
　　　　〔１〕＋〔２〕＝２４，０００円 …… 税額控除額となります。
　　　　　※一例であり、個々のケースにより控除額は変わります。詳しくは税務署等へお問い合わせください。
●「地区の社会福祉協議会へ寄附をしたが、市の社協だよりに掲載されていない」とのお問い合わせにつきまして、本会と各地区

の社会福祉協議会は地域福祉の推進におけるパートナーであり連携して事業を行っておりますが、別の団体であることから、各
地区社会福祉協議会に対する寄附はこの紙面に掲載しておりません。ご了承ください。



フードドライブ 第４弾
～生活にお困りの方を「食」で応援～

たすけあい（生活支援）活動勉強会のご案内

　困ったときはお互いさま。ちょっとした生活の困りごとを
手助けする、たすけあい活動を始めるにあたっての基礎を
体験を通じて学びます。

　新型コロナウイルス等の影響で生活にお困りの
方へ、市民の皆さまから寄せられた食品等を無
料でお渡しします。
●と　き　令和３年12月11日（土） １３：３０～１６：００
●ところ　出雲市社会福祉センター（今市町543）
●申込方法　本会ホームページをご覧ください。

食品・日用品のご寄附にご協力ください！
●募集期間　令和３年11月１日～12月10日
　　　　　　※土・日・祝日を除く
●受付時間　８：３０～１７：１５
●受付場所　出雲市社会福祉協議会本所・各支所
●受付可能な品
・缶詰、インスタント食品、レトルト食品等（常温保存で
未開封のもの、賞味期限の記載があり２か月以上のもの）
・トイレットペーパー等の日用品

問合先／出雲市共同募金委員会（事務局　出雲市社会福祉協議会 総務課）

問合・申込先／地域福祉課　☎２３－３７８１　FAX２０－７７３３
　　　　　　　　　　　　　メール　fukushi@izumoshakyo.jp

問合・申込先／出雲市社会福祉協議会  ☎２３－３７８１

※メールでの問合せ・申込の際は、件名を「たすけあい活動勉強会」としてください。
※当日は、マスクの着用、手指消毒、体温測定にご協力ください。発熱・咳等の症状が
　ある場合は受講をご遠慮ください。なお、新型コロナウイルス感染状況により中止
　する場合があります。

●日　　時　12月７日（火）１０：００～１６：００
●場　　所　出雲市社会福祉センター　42号室（今市町543）
●対　　象　たすけあい（生活支援）活動に参加してみたい方、
　　　　　　興味のある方
●参 加 費　無料
●定　　員　15名（先着順）
●内　　容　ホームページに掲載していますのでご確認ください。
　　　　　　  （URL : https://www.izumoshakyo.jp/）
●申込方法　１１月２４日（水）までに ①氏名 ②電話番号 ③希
　　　　　　望動機を下記までご連絡ください。

◆法人募金・職場での募金・募金箱の設置などでご協力いただいた事業所様に地域貢献
　の印としてステッカーをお渡しします。
◆数量限定のグッズ募金も実施しています。

　共同募金は、福祉団体から助成申請を受け審査をし、助成計画（目標額）を決定
してから募金活動を行う、計画募金です。今年度の助成計画は次のとおりです。

地域の皆さま

　今年も１０月１日から赤い羽根共同募金運動が始まりました。
　この募金は、出雲市を良くするための地域の福祉活動に役立てられます。また、災害時には、
被災地を応援するためにも使われます。皆さまのご協力をお願いいたします。

出雲を良くする募金 赤い羽根共同募金

令和３年度共同募金助成計画（目標額） 43,382,000円

市内の福祉団体
・福祉施設

県内の広域事業

出雲市共同募金委員会
島根県共同募金会

募金 支援

助成

〇子育てサロン
〇ふれあいサロン
〇音訳・点訳広報発行
〇地域での福祉活動　等

●戸別募金  ●法人募金
●職域募金  ●学校募金
●街頭募金  ●個人募金 等

事前
申込制

本　　所／〒693-0001 出雲市今市町543　　   fukushi@izumoshakyo.jp　ホームページ https://www.izumoshakyo.jp/

〈窓口対応〉 平日８：３０～１７：１５

本　　所／☎23-3781  FAX20-7733　平田支所／☎63-4624  FAX63-5011　佐田支所／☎84-0131  FAX84-9034
多伎支所／☎86-2331  FAX86-2351　湖陵支所／☎43-2310  FAX43-2226　大社支所／☎53-3196  FAX53-6053
斐川支所／☎73-9330  FAX72-4068

出　　雲／☎25-0707  FAX25-0901　平　　田／☎63-8200  FAX63-5011　佐　　田／☎84-0019  FAX84-9034
多　　伎／☎86-7122  FAX86-2351　湖　　陵／☎43-7611  FAX43-2226　大　　社／☎53-3232  FAX53-6053
斐　　川／☎73-9125  FAX72-4068

出雲市社会福祉協議会連絡先

いずも権利擁護センター
高齢者あんしん支援センター

☎25-0955  FAX20-7733 生活支援課 ☎23-3790  FAX20-7733
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